
資源のない日本、
将来のエネルギーの姿に関する講演
in 秋田 化石、再エネ、原子力エネルギーのベストミックスの実現に向けて
平成29年2月20日（月）　会場：秋田大学地方創生センター2号館 大セミナー室

平成26年4月に新しい「エネルギー基本計画」が閣議決定され、平成27年7月には「長期エネルギー需給見通し（エネルギーミックス）」が取りまと
められました。経済産業省資源エネルギー庁では、日本におけるエネルギーの現状や将来の姿について、さまざまな地域の住民の方々を対象に、
化石エネルギーや再生可能エネルギー、原子力等のエネルギーミックスに対して、ご理解を深めていただくために講演会を開催いたしました。

私
が
大
学
を
出
た
1
9
8
5
年
頃
の
風
車
は

直
径
15
メ
ー
ト
ル
で
発
電
量
50
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時

と
非
常
に
小
さ
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
世

界
最
大
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
7
年
、
博
士
課
程
を

修
了
し
た
1
9
9
2
年
ご
ろ
に
は
容
量
が
10
倍

の
5
0
0
キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て

一
昨
年
、
福
島
の
洋
上
に
7
0
0
0
キ
ロ
ワ
ッ
ト

の
風
車
が
完
成
し
ま
し
た
。
世
界
初
の
浮
体
式
洋

上
風
力
発
電
所（
図
１
）を
実
現
す
る
た
め
に
実

証
研
究
し
て
い
る
福
島
県
沖
の
風
力
発
電
シ
ス

テ
ム
は
、
福
島
の
復
興
の
た
め
に
日
本
の
産
業
界

の
実
力
を
集
結
し
世
界
に
示
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
。
風
車
の
ブ
レ
ー
ド
の
長
さ
は
83
メ
ー
ト

ル
と
ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
機
と
同
じ
く
ら
い
。
世

界
初
、
世
界
最
大
に
し
て
最
先
端
の
風
力
発
電
シ

ス
テ
ム
が
日
本
に
あ
る
こ
と
を
ぜ
ひ
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
再
エ
ネ

は
大
き
な
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

2
0
1
5
年
は
再
エ
ネ
に
と
っ
て
記
念
す
べ

き
年
で
し
た
。
ま
ず
、
再
エ
ネ
の
設
備
容
量
が
石

炭
火
力
の
設
備
容
量
よ
り
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

発
電
量
で
は
ま
だ
負
け
て
い
ま
す
が
〝
最
大
発

電
容
量
〞
は
石
炭
火
力
を
超
え
た
年
で
し
た
。
そ

し
て
途
上
国
の
再
エ
ネ
投
資
額
が
、
先
進
国
の
そ

れ
を
上
回
る
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
過
去
5
年
間

で
再
エ
ネ
の
コ
ス
ト
が
低
下
し
続
け
て
い
る
。
現

在
、
世
界
で
最
も
安
価
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
風
力
、

太
陽
光
で
、
途
上
国
で
の
導
入
も
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
現
在
、
石
炭
火
力
の
発
電
量
は
再
エ
ネ
よ
り

多
い
け
れ
ど
、
2
0
4
0
年
に
は
再
エ
ネ
の
発
電

量
が
世
界
最
大
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

世
界
の
再
エ
ネ
の
投
資
先
の
95
％
が
風
力
と
太

陽
光
な
の
で
す
。

日
本
で
再
エ
ネ
拡
大
の
鍵
を
握
る
の
は
政
策

で
す
。
風
力
の
導
入
量
は
昨
年
、
震
災
前
の
水
準

に
戻
り
2
0
1
7
年
か
ら
は
飛
躍
的
に
導
入
拡

大
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
、
2
0
3
0
年
ま
で
に
発

電
量
2
0
0
0
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
現
在
既
設
の
風
車
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

が
完
了
し
た
風
力
発
電
所
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
中
の

風
力
発
電
所
の
合
計
が
1
2
0
0
万
キ
ロ
ワ
ッ

ト
。
2
0
2
0
年
に
先
立
っ
て
国
の
目
標
を
達
成

で
き
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

風
力
発
電
が
東
北
や
北
海
道
に
集
中
す
る
の

は
、
風
が
い
い
か
ら
で
す
。
秋
田
港
と
能
代
港
の

洋
上
風
力
発
電
所
は
現
在
設
計
中
で
2
ヶ
所
の

フ
ァ
ー
ム
が
完
成
す
る
と
秋
田
県
の
総
世
帯
数

の
3
割
に
あ
た
る
12
万
世
帯
分
の
電
気
を
供
給

で
き
ま
す
。
そ
こ
で
大
切
な
の
が
地
域
と
の
共
存

で
す
。
た
と
え
ば
デ
ン
マ
ー
ク
や
ド
イ
ツ
で
は
陸

上
風
力
の
半
分
以
上
を
地
元
の
方
が
所
有
、
地
元

の
人
に
愛
さ
れ
て
推
進
さ
れ
る
の
が
陸
上
風
力

の
姿
で
す
。
地
元
９
社
と
市
が
お
金
出
し
て
建
設

し
た
能
代
市
の
風
力
発
電
所「
風
の
松
原
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
」は
、
再
エ
ネ
の
本
来
の
姿
で
す
。

排
他
的
経
済
水
域
世
界
第
6
位
の
日
本
は
、
洋

上
風
力
発
電
が
最
も
向
い
て
お
り
、
洋
上
風
力
は

設
備
利
用
率
30
％
で
あ
れ
ば
、
ペ
イ
し
ま
す
。
部

品
点
数
約
2
万
と
い
わ
れ
、
多
く
の
製
造
業
や
建

設
業
に
も
関
わ
り
ま
す
。
洋
上
風
力
の
優
位
性

は
、
騒
音
が
届
か
ず
環
境
に
い
い
こ
と
、
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
、
消
費
地
の
沖
合
で
発

電
す
る
こ
と
で
系
統
の
問
題
を
回
避
で
き
る
こ

と
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

基調
講演

エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
視
点
か
ら
見
た
洋
上
風
力
発
電
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
つ
い
て

石
原
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エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
変
動
は
、
産
業
競
争
力
に
も
直
結
す

る
問
題
で
も
あ
る
中
で
、
１
９
７
３
年
秋
の
中
東
戦
争
で

起
き
た
石
油
危
機
を
き
っ
か
け
に
、
日
本
国
内
に
お
い
て

石
油
の
国
家
備
蓄
基
地
の
建
設
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
秋
田
に
は
、
秋
田
石
油
備
蓄
基
地
が
あ
り
、
日
本

国
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
に一翼
を
担
って
い
ま
す
。

ま
た
、
風
力
、
バ
イ
オ
、
地
熱
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
そ
し
て
洋
上
風
力
の
建
設
計
画
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
集
積
地
で
あ
る
秋
田
で
、
講
演
会
を
開
催

す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
東
日
本
大

震
災
の
前
後
で
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
東
日
本
大
震

災
か
ら
ま
も
な
く
６
年
の
月
日
が
経
ち
ま
す
。
今
も
多

く
の
方
が
避
難
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
国
は
福
島
を
始
め
、

被
災
地
の
復
興
が
着
実
に
進
む
よ
う
政
府
が一丸
と
な
り

取
り
組
み
ま
す
。

　一方
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
皆
さ
ま
の
毎
日
の
暮
ら
し
に
直

結
す
る
大
事
な
問
題
で
す
。

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
る
べ
き
姿

と
は
、
安
全
性
（Safety

）
を
大
前
提
と
し
な
が
ら
安
定

供
（Energy Security

）、
経
済
効
率
性
（Econom

ic 
Effi
ciency

）、
環
境
適
合
性
（Environm

ent

）
の
３
つ
の

E
を
達
成
す
る
こ
と
で
す
。

　
東
日
本
大
震
災
以
降
、
20
％
あ
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給

率
は
6
％
に
な
り
、
化
石
燃
料
依
存
率
は
62
％
か
ら
88
％

に
上
昇
、
電
気
料
金
も
家
庭
用
は
2
割
、
産
業
用
は
3

割
程
度
上
昇
。
石
油
等
燃
料
輸
入
額
は
2
0
1
4
年
28

兆
円
で
2
0
1
0
年
比
で
11
兆
円
の
上
昇
、
温
室
効
果

ガ
ス
は
、
電
力
部
門
で
2
0
1
2
年
度
や
2
0
1
3
年

度
で
１
億
ト
ン
増
え
ま
し
た
。
石
炭
や
水
力
、
原
子
力
と

いっ
た
発
電
コ
ス
ト
が
安
く
、
安
定
的
に
発
電
す
る
こ
と
が

出
来
る
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
の
比
率
が
低
い
こ
と
に
対
す
る

懸
念
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
2
0
3
0
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
る
べ
き
姿
と
し

て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
25
％
、
電
気
料
金
は
現
状
よ
り

下
げ
、
CO2
削
減
は
2
0
1
3
年
比
26
％
削
減
と
い
う
欧

米
に
遜
色
な
い
目
標
を
掲
げ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
経
済
成

長
率
1.7
％
を
見
込
み
な
が
ら
第
1
次
オ
イ
ル
シ
ョッ
ク
時
並

み
の
省
エ
ネ
す
な
わ
ち
35
％
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
改
善
に
取

り
組
み
、
国
と
し
て
規
制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
予
算

的
な
支
援
も
進
め
ま
す
。
原
発
の
再
稼
働
を
進
め
る
際

は
国
が
前
面
に
立
ち
、
立
地
地
域
の
ご
理
解
を
得
ら
れ
る

よ
う
進
め
、
新
基
準
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
不
断
に
安
全

性
を
追
求
し
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
2
0
3
0
年
の

電
源
に
お
い
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
は
、
石
油
の
割
合

を
下
げ
、
ベ
ー
ス
電
源
と
な
る
石
炭
の
環
境
性
を
配
慮
し

な
が
ら
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
依
存
率
を
50
数
パ
ー
セ
ン
ト
と
い

た
し
ま
す
。
再
エ
ネ
は
大
幅
に
導
入
拡
大
し
22
〜
24
％
、

原
子
力
は
可
能
な
限
り
低
減
さ
せ
ま
す
が
20
〜
22
％
は

必
要
で
す
。

　「
こ
れ
が
ベ
ス
ト
」
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
な
い
の
が
現
状

で
す
。
多
様
性
を
持
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
に

つい
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
国

を
支
え
る
重
要
な
根
幹
の
１
つ
で

す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
の

確
保
、
こ
れ
を
休
む
わ
け
に
は
い

き
ま
せ
ん
。
私
達
は
、
そ
れ
を

肝
に
命
じ
て
、
今
後
と
も
し
っ
か

り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
で
は
、

も
う
１
つ
重
要
な
視
点
が
あ
り
ま

す
。「
長
期
的
な
視
点
」
で
す
。

今
後
の
世
代
の
問
題
と
い
う
こ
と

の
み
で
な
く
、
将
来
世
代
の
た
め

に
何
を
行
う
か
、
行
う
べ
き
か
、

常
に
念
頭
に
置
い
て
対
応
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
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洋
上
風
力
が
増
え
て
い
る
欧
州
と
日
本
の
大
き

な
違
い
は
地
震
や
台
風
、
高
波
な
ど
の
自
然
条
件

で
す
。
2
0
0
8
年
の
調
査
開
始
以
来
、
日
本
の

自
然
環
境
に
あ
っ
た
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。
4

つ
の
実
証
研
究
に
着
手
し
た
2
0
1
3
年
は
記
念

す
べ
き
年
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
教
え
て
も
ら
う
立

場
だ
っ
た
日
本
が
欧
州
の
人
々
に
教
え
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。
学
生
の
み
な
さ
ん
も
、
今
か
ら

5
年
や
10
年
後
に
は
私
の
先
生
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す（
笑
）。

水
深
が
深
い
日
本
で
は
着
床
式
だ
け
で
は
な

く
、
浮
体
式
が
必
要
で
す
。
風
車
の
国
際
基
準
は

日
本
が
提
案
し
、
世
界
を
リ
ー
ド
で
き
る
で
し
ょ

う
。
日
本
の
洋
上
風
力
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
太
陽

光
の
10
倍
、
水
力
と
地
熱
の
1
0
0
倍
と
い
わ
れ

ま
す
。
そ
の
未
来
を
ぜ
ひ
信
じ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

再
エ
ネ
も
ミ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
で
変
動
を
抑
制
で

き
ま
す
。
風
が
強
い
冬
は
風
力
、
風
が
弱
い
夏
は

太
陽
光
が
よ
い
の
で
、
風
力
と
太
陽
光
を
ミ
ッ
ク
ス

す
れ
ば
、
年
間
の
変
動
は
ほ
ぼ
な
く
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
需
要
カ
ー
ブ
と
同
じ
よ
う
に
発
電
で
き
る

太
陽
光
と
風
力
の
割
合
が
わ
か
って
き
ま
し
た
。
す

で
に
10
年
前
の
欧
州
で
は
風
力
発
電
を
予
測
、
制

御
可
能
な
形
で
使
って
い
ま
す（
図
2
）。
秋
田
県
で

は
、
風
力
以
外
に
地
熱
や
バ
イ
オ
マ
ス
と
いっ
た
ほ
か

の
再
エ
ネ
を
ミ
ッ
ク
ス
で
き
る
こ
と
も
強
み
で
す
。

「
電
力
の
45
％
が
再
エ
ネ
で
賄
う
」の
は
決
し
て

夢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
2
0
4
0
年
に
再
エ
ネ
が

基
幹
電
源
に
な
る
と
信
じ
、
最
大
限
に
導
入
し
ま

す
が
、
蓄
電
技
術
や
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
、
電
気

自
動
車
と
い
っ
た
技
術
で
解
決
で
き
る
問
題
も
あ

り
ま
す（
図
3
）。
単
に
電
気
が
た
く
さ
ん
で
き
れ

ば
い
い
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ「
電
気
を
ど
う

や
っ
て
賢
く
使
う
か
」が
世
界
最
大
の
関
心
事
に

な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。


